
1985年8月12日、日本航空 123 便が群馬県多野郡上野村山中に墜落しました。単独機
として史上最大となる520名の犠牲者を出し、生存者4名が救出された事故から 40 年。
当時救助に向かった消防団、自衛隊、警察、赤十字等の姿を映した写真展です。

問い合わせ 塩尻市立図書館 Tel 0263-53-3365 （水曜日は休館です）
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事故5ヶ月前に撮影されたJA8119号機

企画：移動演劇桜隊・劇団事業部 協力：群馬県消防学校、多野藤岡広域消防本部他 後援：信濃毎日新聞社


